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　　　　　　　　第 1章 　は じめ に

　産婦人科領域 に於 て 子宮癌及び悪性腫瘍の 徳後或は進

行 した種女 の 悪性腫瘍 に対す る 放射線療法 の 実施に 当

り， 我 k が 屡 々 経驗す る放射線障害は ， 時 に そ の た め治

療の 中断 を余儀な くさ れ ， 悪 性 腫揚 の 増殖 を阻止す べ き

貴重な 時期を徒 らに空費せ しめ る こ とす らあ る．我kl ｝2＞

は 斯 る 放射線障霽 が如何な る原因に より誘発され る か に

つ き檢討を加 えて 来 た が，現在迄行っ た実驗成績を発表

する．

　　　　　　第H 章　放射線障害の 理論

　第 1節　放射線障害惹起物質につ い て

　A ）　放射線障害惹起物質存在の檢討

　家兎を用い 血液 中に 放射線障害 症状惹起物質の 有無 に

っ き檢討した．先ず正 常家兎 の 下腹部 に 400r 宛連続 5

日間X 線を照射す る と白血球 ・血 小板数 は 薯明 に 減少

し，家兎 は食思不振 ・運動不活発 ・下痢 ・体重減少等の

放射線障害症状を呈す る．こ の 障害症状 の 著明 な 篆兎の

血液を とり，血球 ・血清 ・血漿の 3群に 分ち，
こ れらを正

讎家兎に注射し，放射線障害症状誘発能力に っ き檢討し

第 1 図　 レ ソ ト ゲ ソ 照 射家兎lfit球注射実験

て見た．X 線照射家兎の血 球を生理 的食塩水に浮游させ

た もの 1cc を耳靜脈よ り注入す る と ， 第 1 圖の 如 く白血

球及び好塩基球 が著明 に増加す る 型 と ， 逆 に 第 2圓 の 如

く減少す る 2型 が 認 め ら れた．夊血漿注射群で は 第 3圖

の 如く 1 囘leccの 題囘注射に よ り白血球 。野塩基球 とも

同様に減少 の 傾 向が 見 ら れ た．血 清注射群では第 4 圖の

第 2 図　 レ ソ 1・ゲ ソ 照 射 家 兎 血 球 注 射 実験
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第 3図 レ ソ げ ソ 照 射 家 兎 血 漿注 射 実験

第 4 図 　 レ ソ トゲ ソ 照射 家 兎 血 亨青注 射実験
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如 く 1 囘10ccの 頻同 注 射 に よ り赤 血 球 ・血 小板 ・好塩墓

球 の 減少 が認め られた．こ れ に 封 し正 常家兎 の 血球 を 生

理 的食塩水に 浮游 し， 生体夕卜
一
（r2000r照射し ， こ れを家

兎 に注射する と第 5圖の 如く白血球は 注射後
一

過性に増
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第 5 図 　正 常 家 兎 leTtpt レ ；” ト ゲ ン 照 射 後 注 射 実 験
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第 6 図 　正 常 家 兎血球注射実験
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第 7rKl　 RadiotQxin 　A 　　1
　　回 注 射 実 験 （2Ω〜50  ）
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量 し， 連続注射す る と注射前値に近くな るが，後徐々 に

増 加 の 傾向を示 した．赤血球 ・血 色素に っ い て は殆ん ど

有意の 差を 認めず ， 血小板は
一

時減少した の ち徐々 に増

加 の 傾向を 示 した．対照実驗 として 正常家兎の 」血球 を生

理的食盗水 に 浮潺 した もの を注射す る と第 6 圖 の 如 く白

血 球 ・赤血球 ・血 色素等 に殆 ん ど変化がな く， 血小板 に

多少 の 変動が認 め られ る に過 ぎな か つ た。以上 の 実驗よ

繊　　2　 昏　　6 4eh

りX 線照射家兎 の 1血液成分 の うち，血球が最も強 い 放射

線障害症 状惹起物 質 を含有す る こ と を知っ た 。尚こ の 物

質を Radiotox 且n と假稱す る こ とにす る．

　 B ）　 Radiotoxin の 抽出

　正 常家兎10羽 を ユ群 と し 1 日 1 囘 500r 宛下腹部に連

続 8囘計4000r を照射 し， 著明な 自血 球減少等 の放射線

障害症吠 を惹起せ しめ た家兎 の 血球 よ り，第 1表 の 如 き

方法で分 劃抽出 した．こ れ ら物質 の 化学的性状 につ い て

は 檢討中 であ る，

　 C ）　 Radiotoxinの 作用機序

　Radiotoxin 　A を Prokg 　 20皿g　1 囘耳靜脈注射を 行 う

と，第 7 圖 の 如 く金 例 2000台以 下 とな り， 好塩基球も第

8 圖の 如 く同様の経過を と り，其後共に 増加 の 傾向を示

した．Radiotoxin　A 　50  を連続注射す る と第 1 囘注射

後 2時間では白血 球及 び好塩基球 は 著明な 減少 を 示 す
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第 2 表 　肝 臓 の 変化 第 3 表 腎臓 の 変 化 第 4 表 副腎皮質 の 変化
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第 5 表 　そ の 他 の 臓器 の 変化
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が 囘 を重 ね る に從 い 次第 に 反應の 程度 が 減弱 し た．叉

Radiotoxin　A 　50皿9に 夫々 Tranquilizer であ るPlegici1

5  ，解毒抱合剤である P ・rest ・n　N 　10ccを 混合 し靜

注す る と， 第 9圖の 如 く白血球減少は Plegicil混注 に よ

り抑制され る が ，
Pereston 　N に は 減少抑制作用は 認 め

ら れ ず，正常値 へ の 恢復が 未処置群 よ り速や か で あっ

た．自律乖申経機能強査法と して 好塩基球 の 変動
3）4）5）

を檢

す る方法が あ る こ と等 よ り考 えれ ぱ Radiotoxinに よ る

白」血球数の 減少は血球調節中櫃や 自律神経中樞 の存在す

る覗床下部を介 して 起る も の であ ろ う．

　 D ）　 Radiotoxin 作用の 確認

　更 に Radiotoxin の 作用 を 確認す る た め 30  を 連 日

7 日間靜注後更 に 6 日間筋注 した 家兎の 血液も採 り，之

を血 球 ・血漿に分 け，前 と同様IE常家兎に注射す る と1血

球 の 1囘注射では白血球 。好塩基球とも著変を認め な か

っ た が 5 囘注射後著明な 自血球減少 ・好塩基球の 減少が

認め られ た．然 る に血漿注射群で は著変が認め られ な か

つ た．即 ち Radiotoxin　A の 中 に は明 らか に放射線障

害惹起物質の 存在 が認 め られ た．

　 E ）　 Radiotoxin に よ る臓器 の 組織変化

　各種物質注射時 の組織学的所見 は解毒 ・排泄器管であ

る肝 ・ 腎に主 な変化が 認 め られ ， 他藏器では軽度の所見

第10図 各種 Tranquilizer 投与後 X 線 照 射 マ ウ ス

　の 生 存率
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の 変化は第 2 〜 5表 に 示す如 くで あ つ た．

　A 　動物実驗
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　 1） 放射線障害と自律紳経系

　 自律紳経 中樞遮断剤
』
ごある各種 Tranquilizer を X

線照 射 1時間前 に 1 囘投興 し ，
マ ゥス 25〜50匹 を 1 群と

し ， 500r 全身照射 を行 い ， 30日間の 生存率にっ き実驗

を行 つ た．使用 した 藥剤 として は Acetylpromazine ，
Perphenazine ，　Chlorproma2ine 及 び Meprobamate

，

Reserpine であ り， そ の 成績 は 第10， 11圖に 示す 如

く， Controlで2T％，36％ と言う生 存率 rごあ る に 反 し ，

Acetylpr ・ma ・ine，　 Perphenazine ，　 Chl・rpr ・mazine

等では夫 々 96％，74％ ， 58％と明 らか に高い 生存率を示

した．Tranquilizer の X 線照射前投與は 明 ら か に実驗

動物 の 生存率を高め ，放射線障害 の 発 生 乃 至軽減に役立

つ もの と考え られ た．次 に X 線照射が果 して 中樞 に影響

を與えて い る か 否 か を確 め る た め X 線照射後の 中椹，特

に 自律神経系中嘔 の 存在 が 認 め られ て い る 靦床下部及び

大腦邊縁系が如何な る態度 を示す か に っ き 檢討 を 加え

た．ラ ヅ テ 1群 5匹 と し ， 700r全身照射後 30分， 3時

間 ， 6 時間目に頸部を切断後速か に覗床下部及 び 海馬体

を摘出し， 各R の ChE 活性度を春 日
s｝

の 比色定量法 の

変法で測定 した．その 結果 は第 12圖の 如 く，自律紳経中

樞 の存在す る覗 床 下 部及 び 邊縁系はX 線照射に よ り明 ら

か に相反す る波を描 き乍ら変動 し ， X 線照射が 自律神経

中樞 に 強 い 影響を及ぼ して い る こ と が認め ら れ た．こ の

実驗結果 か らも放射線障善の発生 に対して は 自律融経中

樞が密接 に関係して い る こ とが知られた．

　2＞ 放射線障害 と副腎皮質系

　次 に X 線照射は 生体に対す る 1 っ の stress であ り，

第 13図 各種 薬 剤 x 線 照射 前 後 注 射 の マ ウ ス 生 存 率
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第ユ4図　各 種 薬 剤 X 線 照 射 前 注 射 の マ ウ ス 生 存 率
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第15図　各種 薬剤 X 線 照 射 前後 注 射 の マ ウ ス 生 存率

他 の 非特異的刺激 と同様，生体は汎適應症候群 の 反應経

過を 示 し， 下垂体一副 腎皮質系 を 介 して 内分泌的生体防

衛機序 を營むもの で あ る と云 う考え方 で あ る． こ の見

解に從つ て 副腎皮質ホ ル モ ン及 び 副腎皮質賦活作用の 存

在す る と云 わ れ る各種藥剤 を用 い 前 と同様 の 実驗を行 っ

た．500r全身照射群で は第13圖の 如 くcontrel の 36％ の

生存率 に 対 し，Cortisone　84％，　Pancal 　68％，　Adosoll　V

60％ と高い 生存率を示 レ ， 又 600r 全身照 射群 で は 第14

圃の 如 くcontrol の 4％ の 生存率に対 レ，
　Predonisolone

36％，Dexarnethasone 　4％ と云 う結果 を得た．即 ち照

射條件，藥物量 に よつ て 生存率に変動が認められ る が，

概して斯る藥剤で も生存率を高め る傾向が あ る こ とは ，

N 工工
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第16図 各種 薬剤 x 線 照射 前後注 射 の マ ウ ス 生 存 率
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X 線照射 が 1 つ の streSS で あ り，放射線障害 が 副腎皮

質機能 と も関連す る こ と を知つ た．

　8） 放射線障害 と解毒機構

　Radiotoxin に対 し，解毒抱 合 ・ 強肝 ・造血 作用 を有

す る各種藥剤投與 上 実驗 を 行う と ， 500r 全身照 射 群 で

は 第 15鬪の 如 く control の 36％ の 生存率に対し，
　 Perc −

ston 　N 　88％，　Ipsilon　64％ ，
　 Moriamin 　 60％ と各々 生

存率の 上昇 が認め ら れ た が ， 600r 照射群 で は 第16圓の

如 く α
・Ketoglutarcysteine ，　 Oroticacid。　 Dehydroer ．

gotamin に は そ の 効果 が 認 め られ な か っ た．

　 B 。臨床実驗

　以 上 の 動物実驗の 成果 を更 に 臨床的 に 当て は ま る か 檢

討 し て 見 た ，当科入院の 子宮癌の 放射線療法実施例 につ

い て 檢討 した ．

　1） 放射線障霽 と自律瀞経系

第／7図　放 射 線療 法 の 閃 光 値 に 及 ぼ　　第18図　放 射 線 障 害，非 障害患 者 の 　　第 19図　放 射 線 宿 酔 及 び 白 血球 減 少 患

　　　　す 影響　　　　　　　　　　　　　　　閃 光値 　　　　　　　　　　　　　　　者 の 閃 光値
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tt
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・40

　自律禪経機能測定法 は 現在迄種 々 の 方 法 が提出さ れ て

い る が，我々 は 本学本川教授
7）

の 考案され た本川式電気

閃光値測定裝置 に よる 閃光値測定tz
“］N’°1 を 用い た ．当

科入院 の 放射線療法患者 100例 に つ き照射前の 閃光値 を

1eo％と し，照射後 の 閃光値 の 変動につ きそ の 経過 を観

察 した．照射全例 の 閃光値 の 平均値の 変勁 を見 る とaSIT

圖 の 如 く照射 5〜 6囘，21〜22囘，31〜32囘頃 に 閃光値

の 上昇が 認 め られ （1 囘 300r照射）照射に よ り自律紳

経中樞の 変動が窺わ れ衆．叉放射線障害症状を呈 した 患

者群と 全 く障害症状 を認 め な か っ た 群 の 閃光値の 変化は

第18圖 の 如 く障害群 に 明らかな 上 昇 を 認め た。こ れ らの

放射線障害を分けて ， 宿醉 と閃光値 との 闃係を見 る と，

第19圖の如 く照射30囘頃迄の 閃光値 の 変化は宿醉の 発現

状態 （第20圖） と殆 ん ど同 じ傾向を示 した．ま た 閃光値

の 上 昇 と白血球減少の発現状態 （第 21圖）もぼ 貢
一
致し

た．しか し宿醉でも白血球減少でも30囘以 上 の照射後に

現われ る もの は閃光値 の 上昇と一致しな かっ た．血 小板

減少と閃光鏡 の 変化は 必 ず レ も平衡 しな かつ た．次 に放

射線療法時の 閃光値，即 ち 自律神経系に 如何 な る 因子 が

影響を與えて い る かの 問題であるが ， 手術 と云 う侵襲を

受 けた患者群では 非手術群 よ り明 らか に閃光値の 上昇が

著 し く， 自律酔経系の 不安定性 が窺われた，N 手術時出

血 量 の 多量 の 患者群 で も不安定傾向が 強 か っ た ．貧血 患

者 で は照射囘数が 多 くな る に っ れ て 不安定性が 増強 し

た．こ の 実驗結果 よ り考 え れ ば放射線障害 の 宿醉 ， 白血

球減少の 早期の 変化は 自律蒔経系 と密接な関係が存在す
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　 2）　放射線障害 と冨li腎皮質系

　51例 に っ き放射線障害 の 発 生 と 副腎皮質機能 と の 関

係にっ き檢討を 行っ た．放射線照射 と尿中 17−KS1 じ ，17−

OHCSip ）
との関係は第22，23圖に 示す如 く，17・KS 値 は

照射 に よ り一時的 に上 昇 し，照射 5 囘頃 に 最高 を示 し ，

以 後波 を描 き乍 ら照射前値に戻る傾向が あ り，照射25囘

頃よ り再び波を描き乍ら上昇 し， 30囘附近で再 び高値 を

示 し，以 篌急激 な減少傾向が 認め られ た．一．t方 17−OHC

S で は照射後波 を描 き乍 ら上 昇 し．照射 10囘 頃 に ピ ーク

を作 り，以後波を描 き乍ら照射前値に 復す るが，照射3G囘

を越す 頃か ら再び 急激 な 上 昇 を 示 し，以後17−KS 同様急

激 に 低 下 した 。こ れ ら の 結果 と先の 閃光値 との 関連 を見

る と放射線療法患者の 電気閃光値 の 変化と尿 中 1τ一KS

値の 変動とは 或 る 程度平行 して い る こ とが判る．即 二ら放

射線照射が 自律市申経中樞を刺激す る と共 に ，1 っ の stre 一

％

0

　

2

10

白自毘輔 喊 少．。誉覡状鯉

第28園 　宿 酔 及 び 白 1frL球 減 少 と 尿 ri・17−OII と の 関 係

■5

．

脚 　 　 　 鵬 　 　 　喝聖

sser と して 副腎に働 き，　IT−KS ．ユ7−OHC8 の 分泌を 尢

進さ ぜ る も の と考 え ら れ，17−OI 工CS は或 る程度 の 時 間

の ずれを以て 幾分類似の 変動を示 した。次 に 放射線障害

症状 を呈 し た患者群 と全く障害 を認 め な か っ た 群 の 尿中

ITKS 及 び 17−OHCS を 比較す る と第24圖及 び第 251嗣

に示 す 如 く17−KSSt 　17・OHCS も障害群 が 高値 を 示 レ

た． 宿醉 の 発現 と17−KS 値 は第26， 27圃 に 示 す 如 くぼ

S’一致 レて 変動 し，白血 球減少 と17−KS 値 とは 平行関係

はな く強 い て 云 え ぱ 逆相関の 傾向が窺 わ れた．1T−OHe
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S と宿醉 及び白血 球減少との 関係は 第27， 28圖 に示 す如

く1T−OHCS 値が，こ れ ら 症 状 の 発現 厂 遲 〜した 周期 を以

っ て 変動 した e 叉 手術後放射線照射は 非 手 爾照射 群 に 比

し尿中17−KS ，1T−OHCS 値共 に 高値 を 示 し，照射25囘

頃を過 ぎ る頃 よ り逆轉 の 傾向が 見 られた．こ の 事は手術

と云 う侵襲をうけた後の 放射線照射 が 生 体 に と り大 きな

strcs8 であり，25〜30囘照Sil
’
後の 1τ一KS ，17−OHCS の

低値は 副腎皮質機 能 の 疲労 を意味す る もの と思 わ れ る．

以上 の 実驗成績よ 嗽 射線照射は 個体に 1 つ の st 「ess

と な り，副腎皮質機能に影響 し ， 他方自律紳経系 の 変調

を招 き，両 4 稲俟 っ て放射線障害を発生 せ しめ て い る も

の と考え られ る ．然 して宿醉発現時に 17−KS の 上昇を認

め，白血球減少時に そ の低 下傾向を認め た こ とは ， 宿醉

症状が主 と して 自律紳経系 の 変調に基因 し， 白血球減少

が 副腎皮質機能低下 に 因 る もの と推論 さ れ る．

　 3） 放射線障害と酵素系

　放射線照射 に よ り生 体 内酵素系 が 敏感に反應 を 示 す

こ とは 当然予想 さ れる の で ， 照射時 の 血 球及 び 1血清の

catalase ，　ChE の 変動に っ き檢討した．

　   catalase に っ い て ： 65例の 照射患者に つ き 血球

及 び 血清の catalase 活性値を Stern ＆ Battellil3｝ の

装置 を用 い 測定 した．放射線照射囘数が 増 え る とi血球並

び に 1血清 catalase 活性値は や s 低下 の 傾向が見られ た

が ， 放射線障害 の 有無 と の 間に 有意の 閧係は認め られ な

か つ た．

　   ChE に っ い て ：ChE と 自律紳経機能との 関係 に

つ い て は 未だ
一

致 した見解は な い．一
方血清 ChE と肝

機能
1伽 鋤

とは 密接 な 関係 が あ る と認 め られ て い る．65

例 の 照射患者の 血球 ， 血清 ChE が如何 な る変動を示す

か に っ き檢討した，ChE の 測定 は春 口
6〕

の 方法を用い た．

照射囘数と血 球 ・血清 ChE 活性値 との 関係は第29 ， 30

圖 に示す如 く照射囘数の 増加す る に 從 い 活性度 が 減少

　し，特に 30囘以上 に及 べ ぱそ の 傾向が強 くな つ た．N 血

球 ChE の変動 は一
般 に 著 しい が 障害陽性群では第3工圖

に示す如 く特に顯著で あ っ た ．血清 ChE は第32圖 に 示

す如 く障害 の 有無 に 拘 らず平行 して変動す る が唯障讐陽

性 例では 照射30囘以 上に な る と著明な減少を来た した．

　白血 球減少及 び宿醉 と ChE との 間 に は第33，34圓 に 示す

如 くあ る程度 の 相関関係 が認め られ た．但 し 血球 ChE

　と血 清 CllE で は 兩者 の ピー
ク に 時間的 な ず れ が あ つ

　た．興味あ る こ とは 宿醉群で も 白血 球減少群 で も 血 清

　ChE と閃 光値 が 照射30囘頃迄は ほ 玄同 じ 傾 向を 以つ て

　変動した こ とであ る．こ の 事実 は 1血清 ChE の 変動 が 自

379− 25

第29図　放 駈 線 照 射 の 血 球 　第 30図　放 射 線 照射 の 「飢清

　　　　ChE に 及 ぼ す 影 響　　　　 ChE に 及 ぼす 影響
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第 31図　放射 線 障 害 と 血 球 ChE と の 関 係

：：
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第 32図　放射 線障 害 と 血清 ChE と の 関 係
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第 33図 宿酔 及 び 削 鯨 減少 と血 球 ChE と の 関 係
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第35図　放射 線 照 射 の P ．第36図　放 射線 照射 の コプ m

B ．G に 及 ぼ す 影 響 　　　ポ ル フ ィ リ ン に 及 ぼ す 影 響

第37図　放 射 線 照 射 の プ t！卜　 第38 図 　貧 ISLと　P ．B ，G
ボ ル フ ィ リ ソ に 及 げ す 影 響　　の 関 係

第39図 　貧 前Lと コ プ ロ ポ ル フ ィ リ ン と の 関 係

一
貪血患看

ig40図 　貧血 と ブ U ト ポ ル フ ィ リ ン と の 関 係

第41図 ヘ
ム 生 合 成過程 と ポ ル フ イ リ

　 　 　 　 関 係

Aaic　qcta

ン 出 現 と の

律紳経系の 機能を知 る 上 に役 立 っ こ と を示 唆す る もの で

　あ る．）ζ血 清 ChE 活性値 が照射30囘以 、F：に於 て 減少傾

向を示す こ とは 所as　Radiotoxinに よ り肝機能 の 低下が

　もたらさ れ るた め と考えられ る．

　 第 3 節 放射線貧 前の 成因

　 放射線療法時 に嘆々 貧血 を認め る．造 血 臓器 は 放射線

の 影響を うけ易い こ とは 衆知 の こ とであ る．現在血 色素
の 生 成 に 関 して は多 くの 研 究が あ り，

Ileme 生成に っ い

て も醋酸 ・ グ リシ ン よ り δ一amillolevelin 酸 を経て Por 。

phobilinogen とな り，こ の も の が Uro −，　CoPro ・
，
　Proto −

porphyrjn を経 て 鉄 と結合して HCme が 生成 さ れ る

と さ れて い る・我々 は Mauzerall 。Granickz2 〕
の 方法で

　100例の 尿中Porphobilinogen （＝ PBG ）を測定 した

とこ ろ第 35圖の 如 き 結果 を得 た．照射開始 と共 に尿中 P

BG の 排泄は増加 し， 照射囘数が30囘を越す頃よ り逆 に

減少の 傾向を とっ た．Porphyrin は Fischer−Brugsch

法
331

で 抽 出 し，Drcse1 ＆ Falk2一

の 測定法を用 い ， そ

の 吸光度で示 したが，Coproporphyrinは第36圖の 如 く

照射囘数の 増加 に 伴 い 増暈 の 傾向を 示 す が ， 照射 30囘 を

越す頃 よ り急 激 に 増加 し た．Protoporphyrin は第 3丁圖
の 如 く略々 類似の 傾向に あ っ た が 照射 30囘 を越 して か ら

の 増加は著し くなつ た．貧血 とな る 場合 で も 贍射30囘
頃迄の P8G の 排泄 は第38圖の 如 く殆ん ど変化 が な く，

30囘 を過 ぎて 初 め て PBG 排泄の 増加 が 認め ら れ た．
Copro −，　Protoporphyrin 排 泄 も第39，40圖の 如く，同

一一

傾向を とっ た．こ れ らの 点 か ら考 え る と ， 放射線貧血 ほ

放射線 の 大量 照射が造血組織 に 於て第41圖 25’
の a，b，c の

各点で何 らか の 型 の 反應抑制 を 来 た す もの と考え られ る

が 詳細 は 今後の 研 究に 俟 ちた い ．

　　　　　 第 UE 章 　放射線障窖の 治療

　前逋 の 如 き放射線障害 の 成 因論に 基ず き ， 現在大要次

の 如 き治療 を 行つ て効果 を あげて い る．

　第 1節　放射線宿醉の 治療

　放射線宿醉 の 多 くは 放射線照射の 開始 と 共 に 発生 す

る．我教室で は 5〜 6 囘照射頃 に患者 の 約15％ に 発生 し

た．の ち徐 女 に少くな り，照射20囘 頃 に 第 二 の ピ ー
ク が

あ 獣 約 7 ％ に 発現 した．宿醉に 対す る治療には種 女 の 藥

剤 が 用 い られて い る が，我 k ・C・／；：宿醉症状が 自衛 鰹 系の

変調に よ る場合が 多 い との 見解 か ら先ず Tranquilizer

の 投與 を行っ て い る，宿醉症状 の うち悪心 ・嘔吐 ・食思

不 振 等 に 対 して は Perphenazine ，　 Prochlorperazine ，
Meclizine 　Hydrochloride ，　 At　cetylpremazine 等を 用

い ，使用 方 法 と して は Perphenazinc で1・： ユ 日 窪〜 8
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mg ，照射 1 時間前服用 ， 勵 こ症状娚 蛍い 場合は更に 蝿

程度を 追加投與 した．治療効果 は ほ 玄 浦足す べ き も の

で，20例中著効85％ ， 有効 10％の 成績が 得 られ た．Pre −

。hl。。pe … in・ で 姻 様 の 投與耀 …で 1 日 5〜1魄 程度

を用 い ，症状に よ り追加投與す る 方法を用い ， 9例中著

効W 。8％ ， 有効 1L196 と有効率も比較的高率 で あ っ た．

Acety ！promazine は 1 日 5〜10  ，投與方法 は前同様，

12例中著効 75％ ，有効 16．T％でそ の 効果 も 顯著で あ つ

た．　Meclizine　Hydrochk ｝ride 　で セま　1　EI　25
〜30  を 「司

様の 要領で 6例 に投與 ， 著効66．6％ ， 有効16．7％ を示 し

た ．な お 特 に 大量の 放射線照射 を 必要とす る如 き患者で

短期間内に そ の 治療 の 完了が 望 ま れ る症例では 照射 1時

間前 Acety1P ・・皿 ・ ・ in・ 5・・−10M9或 は P ・rphenazlne

4 〜 8   を 連 続投與 し ， 宿酔症状及 び 白血 球 の 早期減

少防止にほ 虫滿 足 すべ き成績を得摩．宿 醉症 状 の 中で も

全 身倦怠 ・虚脱等 の 症隙 こ対 して レまR ・ d三・t・ xin の 簾

・強肝等 の 目的で P ．V ，P 製剤 ， 綜合ア ミノ 酸製剤 ，
パ

ン トテ ン 酸 ，
e一ア ミ ノ カ プ ロ ン 酸 ， チ オ ク ト酸 ， グ リチ

ル リチ ン 製剤等 を使用 し て い る．使用方法 は一般療法

と全 く同
一であ り，P．V ．P で は 1 日50〜 100ec， 綜合 ア

ミ ノ 酸では 1 日60〜 100cc，パ ン トテ ン 酸で は 50〜 100

  ，
ε一ア ミ ノ カ プ ロ ン 酸で は1000   ， チ オ ク ト酸，グ リ

チ ル リチ ン 製剤では25〜50  を注射に よ tJ投與 し，　 V9　x
’

濔足すべ 誠 績を得て い る．特に 貧血 ・ 血清蛋自量 の 低

下及び 肝機能に異常が認 め られ る時 な ど に は，む し ろ そ

の 症吠 の 改善を計 る如 き治療が 必要 と思 わ れ る．

　 第 2 節　白血 球減少の 治療

　 放射線照射に よ る白血球減少の 発現状態 は照射開始後

大凡 2 つ の ピー
ク を示 す か ら放射線療法時 に は 常に そ の

出現に留 意 しな け れ ば な らな い ．我 k は 理論篇で照射初

期の
一

過性 の 白血 球減少 は R ・ di・t・xi ・・　 Vtよ 独 球調節

中樞 の変調 に因る と考えられ る が ， 照射囘数を重ね た 後

の 白血 球減少 は Radiotoxin に よる造血臓器障害に 基ず

くこ とを 述べ た．後者 の 場合に は 造血臓器特に骨髄機能

　の 状態を知る こ とは極め て 有用な こ と と考 え られ る．欺

　る 意味 に 於 て ， 所謂白血 球増多物質と云われ る 藥剤を 用

　い て 治療 し，そ の 効 果 が不充分 な 場合 btは 服US等2E ）
の

C 。｝，。1tg， eenp ・1・ t・ ・t を應用 して い る・ こ の 方 法で白

　」血球減少患者 に つ き檢討す る に照射囘數 の 少い 症例では

頗 隊 数 の 減少 に も拘 らずそ の 骨髓機 aEは 正常値 を示

　し，照射囘数 の 増大に 伴い そ の 低下傾向が 窺 わ れ た．然

　も注 射縫に 増加する白血球は 先ず老 化 した 白血 球 が 遊 出

　し ， 次い で 若 い 白血球が 増加 して 来 る 事 を認 め た．即 ち

381− 27

出現す る 白血球 の 老若性に よつ て も或 る程度骨髓 の 機能

を知るこ と が出来 る結果 を得た．こ の 方法と全 く同様に

Adenine 製剤 で あ る Leucen を pro 　kg　 2   ・注

射 して ほ 玄同様 の 結果 が 得 られた．我k は こ の 方法 を

Leucon 　test と呼ん でい る ．長期 の 放射線照射の 際に

白血球減少を認め た場合は 骨髓機能 及 び 昌曙 皮質の 機能

状態を知る こ とが適切 な治療 方 針 を た て る上 に重要な 事

で あ る．白血 球減 少症 に有効 な藥剤 は そ の 数が甚だ多

い ，副腎皮質と造 血 臓器 との 関係は 古 くか ら注 目され副

腎皮質ホ ル モ ン の う ちグ ル コ コ ル チ コ イ ドは特に造血 に

関係深 く放射線白血 球減少症 に 対 して も使用 さ れ て い

る．こ れ ら藥剤の 使用法 は Cortisone　 1 日50〜 エ00  ，

Predonisolone　20  前後，
　Methylpredo 囂 isolone　 8  ，

Dexarnethasone 　 2　ng程度 の 投與を行い ， 症状 の 改善 と

共 に漸減する s こ の 方法で Predonisolone では 16捗0中

著効 68．8％ ，　有効12．5％ ，　Methylpredonisoloneでは

4 例 ・階 効 75％， D ・xa 皿 ・th … ne で は 17例中著効 53

％ ， 有効29．4％ の 効果 が 認 め られ た ．我々 は 副腎皮質ホ

ル モ ン 投與は原則 と して 以 後述 べ る其の 他の 藥剤 で 治療

効果 の 認め ら れ な い 場合に限り使用す る よ うに 心懸けて

い る が，こ れ は 現在問題 とな つ て い る 副腎皮質ホ ル モ ン

投與に よ る副腎皮質 の 萎縮 を懸念 す る か らであ る．其の

他 の 藥剤と して は Cob 「
dltgr6enpole ，　Adenine ，　Orotic

acid ，綜合ア ミ ノ 酸，　Cystine ，精製痘苗 ，　 T　T　G等があ

るが ，
こ れ ら藥剤 は一般的に副作用 が な く， その使用方

法も簡便である点及び簡易骨膸機能檢査 でそ の 結果 が 正

常な らば治療効果 の 期待出来る点 で 利用度の高い もの で

ある．

　 第 3節　血小板減少症の治療

　 子宮癌患者 の放射線療法に当 り， 時に 血 小板減少性紫

斑病 の 発現 に遭遇 す る こ とが あ る．從 っ て放射 線療法 の

実施に当っ て常に血 小板数 の 変動 に 留意す る 必要が あ

る．我k は J血小板数が10万附近に な ると
一

應注意し， 照

射後も常 に血小 板数の測定 を 行い 紫斑病 の 発生 を 防止 し

て い る．血小板減少症 の 治療 は 前述 の 白血 球減少症の 治

療と全 く同様で あ り， 副腎皮質ホ ル モ ン が著効 を奏し，

他 の 藥剤 で は適確 な 効果 を期待出来ない ・血小板減少症

　に対す る副腎皮質ホ ル モ ン の 使用成績は Cortisone で

　は 13例中著効38．4％ ， 有効30．8％，Predonisolone で は

　2e例中著効 40％，有効40％，　 Methylpredonisoloneで

　は 14例中著効τ8．6％ ， 有効14．3％ Dexamethasone で

　はi5例中著効 20％ ， 有効 53．3％rf各 ftそ の 効果 が認め ら

　 れ た．
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　 第 4 節 　レ ン トゲ ン 血液療法

　 我女 は 先の 動物実驗で 正 常家兎の 血液を生 体外 に於 て

X 線照射 し，こ れ を 家兎 に 注射す る と 白血球が 増大 す る

傾向を認めた が，次 の 如 き方 法 に よ り白血 球減少症 ， 血

小板減少症 の 治療 に 燈用 し 有効であ る こ と を知っ た．こ

の 方法を我々 は レ ン ト ゲ ン 血 液 療 法 と云 つ て い る．注射

方 法 は 10％ク エ ン 酸 ソ
ー

ダ10coを入 れた 注射筒 に 新鮮血

　100ccを採血 し， 東芝 KX 　C − 18，管靄圧 1BOKV ，管

電流 20mA ，濾過板 C ユ 0．7十 AI　O．5，照射距離40cm，

線量率 66。7r〆nlin ．，線量 300γ の 條件でx 線照射後普通

の 輪血 と同様に患者 に靜注 す る ．木療法 を 白血 球 減 少 例

43例，血 小板減少例3丁例 に施行 した 結果 は 第42，43鬪の

如 く白血 球，血 小 板数共 に明 ら かな増加 が 認められた．

本法 に よる治療成績は 白血 球減少量 に対 し著効 40．996 ，

有効 36．4％ ， 血小板減少症に 対 し著効40．5％，有効48．T

％ であ り，副腎皮 質ホ ル モ ン 投輿無効例 に於 て す らそ の

効 果 が認め られた 症例も あ つ た．

　第42 図 　レ ソ ト ゲ ソ 照 射 　第 43図　レ ソ ト ゲ ン 照 射 血

血 液 注 射 に よ る 白血 球 数 の

変動 （平 均 値）

魯

瓶

液 注 射 に よ る 血 小 板 数 の 変

動 （平 均 ）

T　　　 ，　　 5　　＋　　5 　　 se

塀 　 　 　 　 　 　 Shj・ ・ 45 ・
・

　　　　　　　　 第IV 章　結　び

　以 上 我・効 ま放射線障害 の 成因 に関し，種々 実驗 を行 っ

た が ， こ れらの 実驗 成 績 よ り本症 の 成因 に 関 し次 の 如 く

考 え た い ．

　 『放射線障害 の 発生 は 隼 体 内 に Radiotoxin な る もの

を生 じ．こ の もの 1ま，自律 紳経中樞を介 して 早期 の 宿醉症

状，白血球減少症 等 を誘発 し．一方 放射線 に よ る stress ｝ま

下垂体一
副腎皮質 系 を介 して 内分 泌系に 変調 を来 た す．

叉 放射線 の 長期照射 は そ の 直接 作 用及 び RadiotOxin の

作用 に よ り造血臓器，肝 ，腎等 の 諸臓器 の 機能低下を 招
き，放射線貧 ［fiT．そ の 他 の 放射線障霽症 状 を 招 来す る もの

で あ ろ う。

　從つ て放射線障害の 治療 は 斯 る 見地 よ り， 早期 の 症状

に対して は 自律紳経中樞 の 安定 を計 る と共 に stress を

緩和す る方 法 を と り，後期 の 症状 に 対 して は請臓器 の 機

能恢復に 留意する 必要 が あ る。』

　こ の 見解の 下に行 っ た 諸種療法の 成績 も述 べ た が 何 れ

も略 々 滿足す べ き もの で あ つ た ．

本 論 文 の 要 旨副 岶 に 於 け る 第 81哩 罐 婦 会 北 日本連

合 地 方 郭会 総 会 に 於 て 特 別 講演 と し て 発 表 し た ．

　路 同 研 究 者 ； 奬 田 宣 弘，原 豊，宮 脇 法 親

　実 験 助手 ： 早坂 玲 1へ ，高平 岩 子
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